音声ガイド：大叫換地獄

最も噴気が立ち上る場所には恐ろしい名前が付けられている。それは大叫喚地獄だ。
雲仙はかつて仏教聖地の中心地であり、この地域の名前にはそこから僧侶が受けた影響が残っている。ここもその一例で、言い伝えの中で大叫喚地獄というのは、罪びとが送られる 16 ある地獄のひとつで、そこでは嘘つきが鬼に拷問を受ける。なぜ大叫喚地獄がその名前をつけられたか想像するに難くない。火山噴出口から噴き出す熱いガスの音は、特に夜など、地下の世界からの叫び声のようだ。
大叫喚地獄は、雲仙地獄の中でもっとも活動が激しい。ここの湯は特に熱くて酸度が強い。だがそれはいつも同じわけではなく、最も活発な場所はゆっくりと西から東へと移動している。旧八万地獄はガスの噴出が止まり、原生沼は、元々地獄だったが、美しい沼地に変わった。同じように、時が経てば、大叫喚地獄がもっと静かな場所に変わることもありそうだ。

